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Ⅰ・第 73回卒業証書授与式 感謝！ 

令和４年３月１日、本校体育館にて卒業証書授与式 

が挙行されました。在校生の送別の歌が映像ととも 

に放映されたり、保護者への感謝の気持ちが溢れ、 

涙する生徒がいたりと厳かな卒業式となりました。 

今年度の卒業生は５３名。そしてバレー部も５名が 

新たな進路に巣立っていきました。 
 

～ 卒業を迎えて思うこと ～ 

 
斉藤明里（テル）   中祖友来（トモ）    松尾瑳千（ナル）  宮内颯音（セン）  知念陽菜（ジン） 

 

テル  斉藤 明里（津和野町立日原中学校出身）   

 あっという間に高校生活も終わり、4月から社会人として新しい一歩を踏み出します。 

誰よりもバレー経験が少なく、打たれ弱い私は、何度部活を諦めようと思ったかわかりません。しかし

その度に、先生をはじめチームメイト、そして家族が私を励まし、そして支えてくれたおかげで 3 年間

を終えることができました。あらためて沢山の人に感謝しなくてはならないと思います。監督である

真介先生や宮本先生、そして弘行先生や道仙さんにとって、入学当初から本当に手のかかる部員だっ

たと思います。挫けそうなときや上手くいかないときにいつも背中を押し、アドバイスをくださいまし

た。時には厳しい言葉がありましたが、今はそれが多くの学びにつながったと感じています。中学時代

は苦手だった人とのコミュニケーション能力も、日々の練習のおかげで随分と身につきました。 

 4 月から社会人として、部活動で学び、身につけたコミュニケーション能力や洞察力、そして気遣い

の心を常に持ち、職場、そして地域に貢献する一員として頑張っていきます。 

 最後になりましたが、今まで支えてくださった先生方、チームメイト、そして保護者の皆様、沢山迷惑

をおかけしましたが無事卒業しました。本当にありがとうございました。真介先生のもとで３年間過ご

してきたので、これからどんな試練がやってきても、乗り越えられると確信しています。今はまだ私の

持ち味の大きな声で応援することはできませんが、また大声援でオレンジ一色のツコウバレー部に

会えるのを楽しみにしています。 
 

トモ  中祖 友来（浜田市立浜田東中学校出身）   

津和野高校３年間が終わり振り返ってみると私の人生を変えた沢山の出会いがありました。まずは、

私たちを鍛えてくださった先生方。私は先生方のご指導や課題の裏にある意味を深く理解すること

ができていませんでした。しかし、今、振り返ってみると、これらは将来の私に必要な財産になるもの

だと気付きました。次に、保護者の方々には食事や合宿の準備等、多くの面でいつも支えてください

ました。そして、先輩方は私が壁にぶつかっている時もまるで自分のことのように早朝から夜遅くまで

一緒に練習やご指導をしてくださいました。また、いつも隣で支え合ってきた同級生の４人。私は不器

用なので遠回りをすることが大半でしたが、４人は私を理解しながら支えてくれました。そして、後輩

のみんなも一緒に沢山のことを乗り越えながら、いつも刺激をもらっていました。他にもここには書

ききれないほどたくさんの方々に出逢い、支えられてきました。私の津和野高校 3年間は、正直辛い 
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ことの方が多かったです。レギュラー落ち、ポジションの変化、他のメンバーより優れた才能もなく私

自身が嫌いでした。しかし、沢山の方々に出逢えたおかげで少しは私自身を変化させ、私自身を好き

だと思えるようになりました。そのように思わせてくださった皆様に出逢えた私は幸せ者だと思いま

す。本当に感謝しきれません。また、津和野高校だからこその出逢いだと思います。だから私は津和野

高校で３年間を過ごすことができて良かったと心から思います。 私はこれから新しい道に進みます。 

新しい道でも今までの経験という財産と私のコートネームである智〈トモ〉の意味（磨き続ける才智を

活かし、直向きさを自らの信念とし、日々挑戦、日進月歩していく人になって欲しい）を胸に、私らしく

進んでいきます。３年間本当にありがとうございました。これからも津和野高校バレーボール部への

温かいご声援をよろしくお願いします。 
 

ナル  松尾 瑳千（大阪府河内長野市立東中学校出身）   

まずは、バレー部の指導に携わってくださった先生方、合宿や練習試合・公式試合の際に私たちを

サポートしてくださった保護者の皆様方に多大な感謝を申し上げます。そしてトモ、セン、ジン、テル。

２年生のユイ、コウ、カナメ、リン。１年生のサク、ナミ、アキ、アヤ、アオ、ワカ、キョウ。バレー部に入部

したから出逢えたこの 15人は、私の 3年間で得た大切な宝物です。改めてバレー部としての 3年間

を振り返ると、本当に充実していたなと感じます。入部したての頃はバレーボールのルールも知らず、

覚えることだらけでとても大変だったことを記憶しています。先輩マネージャーのリズさんを目標に、

試行錯誤をしながらの毎日でした。時には自分のしていることが正しいのか不安になることもありま

した。そんな中、監督や保護者様、チームメイトが励まし、支えてくれたおかげで、自信を持つことが出

来ました。リズさんのような完璧なマネージャーには程遠かったですが、自分にできる最大限の働き

は出来たと思っています。継続が苦手で、少しでも躓いたりするとすぐ飽きてしまう私ですが、バレー

部は唯一飽きることなく最後までやり遂げることができ、継続することの大切さや達成感を学ぶこと

が出来ました。そういった意味でも、バレー部での３年間は私自身を大きく成長させてくれるものでし

た。私にとってバレー部は単なる部活ではなく、唯一自分らしく振る舞えた居場所であり、青春であり、

第２の家でした。津和野高校女子バレーボール部の一員として卒業出来ることを誇りに思います。 

先輩方からいただいた「成〈ナル〉」の名前を胸に、これからも成長を続けながら歩んで参ります。 

３年間、本当にありがとうございました。 
 

セン  宮内 颯音（益田市立小野中学校出身）   

津和野高校バレーボール部での３年間はあっという間でした。入部直後は、「あと３年は長いなあ」

と思うことがありましたが、毎日の練習が、今までに私が経験したことのないほどの厳しさや充実感、

周りとの関係性があったから、あっという間だったと思います。私は、周囲の環境に恵まれています。

先輩や先生方、練習方法、日常生活などあります。このようにたくさんの経験は、津和野高校だからこ

そできたことだと思います。練習や遠征、合宿をたくさん経験することで、県外チームとの良好な仲

間づくりやチームメイトへの信頼を持つことができました。津和野高校の練習内容はとても濃くて、

ハードなので、みんなも大変なのに私は多くの人に迷惑をかけてしまいました。それでも誰一人とし

て見捨てるのではなく、いつも助けてくれた先輩や後輩、そして同級生に感謝をしています。もしかし

たらみんながいなかったら練習が嫌になっていたのかもしれないし、続けることはできなかったと思

います。私は、みんなのおかげで続けることができ、１番のユニホームを着て、エースとしてプレイが

できたことは、高校生活の中で私の一番の自信と強みです。みんながいなかったら、３年間でここまで

変化し、成長することはできなかったと思います。その中でも一番私をバレーボールプレーヤーとし

て変化させてくださったのは、先生です。先生は、私を何度も叱ってくださいました。プレイはもちろ

んですが、「人」として注意をしてくださいました。そして先生にも多くの迷惑をかけてしまいました。

それでも真剣に全力で指導してくださったことに本当に感謝しています。ここまで生徒に向き合って

くださる先生はいないと思います。そして先生が、私に「バレーボールを一緒にやらないか」と言って

くださらなければ、大好きなバレーを今までのように楽しいと思えなかったと思うし、気づかなかった

と思います。私たちが目標にしていた「島根県チャンピオン」になることはできませんでしたが、県選

手権ベスト４、石見地区優勝など、今まで達成することができなかったことを達成し、新たな歴史を残

すことができました。だから私は津和野高校でバレーボール部としてプレイすることができて良かっ

たです。ありがとうございました。そして保護者の皆様、お忙しい中、大会での応援や合宿の手伝いな

ど支えてくださってありがとうございました。沢山の方々に支えていただき、幸せな３年間でした。 



 

 

ジン  知念 陽菜（浜田市立第一中学校出身）   

３年間応援ありがとうございました。津和野高校での３年間は本当に周りの方々に支えられました。

私がバレーボールに打ち込むことができたのはチームメイトや指導者の先生方、保護者の方などた

くさんの方々のおかげだと思います。感謝の気持ちでいっぱいです。たくさんの人の支えがあるから

こそバレーボールができているということに３年生になってから初めて気付くことができました。この

３年間でバレーボールの技術だけではなく、目配り、気配り、心配りなど人として大切なことや礼儀な

どもたくさん学ばせていただきました。また、遠征にも連れて行っていただき、他のチームや大人の

方との関わりを通して、多くのことを学ぶことができました。たくさんの学ぶ機会を与えてくださった

みなさんに感謝しています。１年生の時、何も出来なかった私に、いつも教えてくださった先輩方は私

にとっての憧れで、心の支えでもありました。大会や合宿の際には駆けつけてくださったことはとても

嬉しかったです。ありがとうございました。先生方をはじめ、たくさんの方々に支えていただき、応援し

ていただいたにもかかわらず、結果を残すことが出来ず申し訳なく思っています。私はキャプテンとし

てチームに尽くすことができたのか、もっとできることがあったのではないかと考えると後悔しかあり

ません。この３年間で何度も悩み、苦しいこともありましたが、その度に仲間に助けられて乗り越える

ことができました。バレーボールを通して苦しい経験も、嬉しい経験も、

たくさんできました。キャプテンだったからこそ自分がどうあるべきなの

か真剣に考え、自分自身と向き合うことができました。結果を残すことが

できなかったからこそ私はたくさんのことを感じました。津和野高校でな

ければこれほど多くの経験をすることも、自分自身と向き合うこともでき

なかったと思います。何より、その気になれば人は変わることができるの

だということを身をもって感じられたことはとても大きな気付きでした。

多くの経験を通して人として成長することができたと思っています。あり

がとうございました。この３年間はとても濃く、短いものでした。3 年間が

あっという間に感じるほど、学ぶ環境を整えてくださった先生方、保護者

の方々、先輩方など、たくさんの方々に心から感謝しています。高校での

経験や感謝の気持ちを忘れず、これからも学び続けて社会に貢献出来る

人になれるように努力していきます。本当にありがとうございました。 

これからも津和野高校女子バレーボール部の応援をよろしくお願いします。 
 

指導者のこだわりを必死に理解し、実現しようと努力してくれた５人です。「伝統」と「負けない

執念」の継承をしっかりとしてくれました。さらに競技成績も「島根県高校選手権第３位」、「石見地

区大会優勝（初）」と津和野高校の活躍のステージをワンランクアップさせてくれました。今後も、

後輩たちがしっかりと引継ぎ、さらなる挑戦に向かってくれることと確信しています。 

ご卒業おめでとうございます。今後のご活躍、心よりお祈り申しあげます。保護者の皆様、ご家

族の皆様、3年間、温かいご支援とご理解をいただき、本当にありがとうございました。 
 

Ⅱ・大会予告 令和４年度中国高校バレーボール大会島根県予選組合せ決定！ 

４月１５日（金）から３日間の日程で、令和４年度中国高等学校バレーボール大会島根県予選が

出雲市の島根県立体育館カミアリーナをメイン会場に開催されます。３月１７日に出雲工業高校

で準備委員会、組合せ抽選会が開催され、男女の組合せが決定いたしました。 

島根県内の新型コロナウィルス感染症の感染が高止まりの状態にあり、島根県教育委員会は

3 月 25 日(金)から 3 月 31 日(木)までの部活動停止を各市町村および公立学校に指示しまし

た。チームでの活動は出来ませんが、目標達成に向けて一人ひとりがしっかりと準備します！ 

 

 

 

 

 

 

 
“ツコウ”の今をお届けします！ 
様々な情報発信を心がけています。 

ぜひホームページを訪れてみてください。 

 学校生活や寮生活、部活動に関するニュース満載！ 

http://tsuwano.ed.jp/ 



 
 

保護者の皆様の観戦については、決定次第、島根県高体連バレーボール専門部のホームページ

でお知らせいたします。観戦について、令和 4年 3月 31日現在では未定です。 


